












1.問題及び目的 

障害児をもつ家庭においては,その子どもに対して,家庭の中の誰かが密着した状態で教

育・療育に関わっていく必要がでてくる。そしてその役割は,乳児期の授乳者である母親が

担うケースがほとんどとなるが,母親は心理的あるいは社会的に様々な悩みや不安を抱く

ようになり,本来の親としての養育にも問題が生じてくる傾向がある。 

こうした不安定な母子関係をとりまくなかにあって,日々の養育において母親を精神的に

支え励まし,時には家庭での養育者としての父親の存在はかなり重要な位置を占めるよう

になってくると考えられる。 

瀬谷ら(1986)は,障害を持つ子どもの母親の育児意識についての研究を行い,そこではその

意識の根底には父親のあり方が深く関連していて,母親の育児行動を規定していると推測

された。それから発展した障害児を持つ父親像の研究(1988)では,母親の様子を外から見守

るという父親像が浮かんできた。しかし,それは父親の具体的な養育態度や,母親との関連

までを対象としたものとはなっていない。また,従来の研究では父親は父親の,母親は母親

のそれぞれの育児観や育児行動をたずねているものがほとんどである。これに対して本研

究では父親の方にターゲットをおいて,父親は自己評価をし,母親は父親(夫)がどうである

かの他者評価を求めることにした。これにより一層,父親像が明確になると期待される。 

さらに,今年度の研究では,前年度の報告から質問項目を再検討して,両親の現在の精神状

態,子どもの状態,両親が子どものことで相談できる具体的な人物や人数等を質問項目に加

えた。障害児を持つ父親の子育てについての父母の回答の一致性,回答の傾向を検討するこ

とにより,養育活動がどのように行われ,なにが問題になっているのかを明らかにすること

を目的とした。 


